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1　は　じ　め　に

寒冷地の施設輪ギク栽培では，1年当たり2．5作程度に

とどまっており，10a当たりの採花本数も西南暖地と比較

して少ない。そこで，施設の利用率の向上と採花本数の増

加を目的に，秋ギクで1作目に定植した株をそのまま利用

し．年に3回収穫する三度切り栽培法を検討した。試験で

は，需要期出荷に対応した年3作休系の可能性と仕立て密

度及び高圧ナトリウムランプ輔光と炭酸ガス施用が切り花

品質に及ぼす影響について検討した。

2　試　験　方　法

tl）試験1　秋ギクの三度切り栽培の品種比較

品種は「秀芳の力」「黄秀芳の力」「寒楕雪」を供試し．

各品種10株，3反復とした。

1995年6月30日に採穂し，穂冷蔵を開始した。7月19日

に挿し芽し，8月2日に定植した。栽植様式はベッド幅

60cm．通路60皿，株間15cm．条間30cIl．3本寄せの2条植

えとした。3作の仕立て密度は定植時と同じで．仕立て本

数33本／正。施肥は基肥としてa当たりN成分員で1．5kg，

追肥は3作とも液肥で0．5kgとした。切り戻しは1作目終

了後の11月29日，2作目終了後の4月9日に行った。日長

処理は，1作目は7月19日～9月27日電照，10月9日から

4日間再電照，2作目は11月29日～1996年1月24El電照，

2月5日から4日間再電照，3作目は3月21日～5月30日

電照，電照打切り後12時間のシェード処理をした。ただし，

6月10日から4日間はシェード処理を中断した。温度管理

は，1作目終了後の11月29日～12月10日まで自然低温，12

月11日～12月25日までと2作目終了後の4月11日～4月24

日まで最低気温18℃に加温，3作とも花芽分化期は最低気

温18℃，その他は最低気温13℃で管理した。シベレリン処

理は，1作目終了後の12月13日に100pp恥12月20日に50

ppm，2作目終了後の4月11日に100ppm，4月18日に50

ppmの液をそれぞれ1茎当たり2mg散布した。

（2）試験2「秀芳の力」の三度切り栽培での仕立て密度

試験区は，ベッド幅60cm，通路60cmで株間15cm，条間

30皿，3本寄せの2条に3作とも仕立て33本／ポ区，株間

15皿，条間30C町　4本と3本（交互）寄せの2条の39本／

ポ区，株間7．5cm，条間25cm，5cmの4条の44本／d区を設

けた。供試株数は各区10株．2反復とした。耕種概要は仕

立て密度を除き試験1に同じ。

（3）試験3「秀芳の力」三度切り栽培での高圧ナトリウ

ムランプ（HPSL）掃光と炭酸ガス施用の効果

試験区は3区設けた。白熱灯＋炭酸ガス区は150rげハウ

スの67．5rぱ分に白熱灯（75W）を1．8mの高さに2．3×2．8m

間隔で6灯設置して，4時間の深夜電照を行うとともに，

1996年1月11日～4月4日で午前5時から午前9時まで，

CO2濃度を1，000±200ppmで施用した。HPSL＋炭酸ガ

ス区は150nfのハウスの82．51d分に高圧ナトリウムランプ

（PHILIPS SGR200　SON－T AGRO　400W　200V）を

1．8mの高さに3×4m間隔で6灯設置し，栄養生長期間

は．午前1時から午後5時まで3，000lx以下の低照度時に

補光し自然日長を含め16時間日長とした。花芽誘導開始後

は午前5時から午後5時まで低照度時に輔光を補光を行い

12時間日長とし，前区と同様に炭酸ガス施用を行った。白

熱灯のみ区は150Ⅰばのハウスに白熱灯（75W）を1．8mの高

さに2．3mx2．8m間隔で15灯設置して，4時間の深夜電照

を行った。供試株数は各区10株，3反復とした。耕種概要

は試験1に同じ。

3　試験結果及び考察

（1）秋ギクの三度切り栽培の品種比較

▼一番花では，電照打ち切り時の生育は3品種とも差はな

く，開花は「寒椿雪」が最も早かった。切り花品質は3品

種とも切花長90皿以上で，切花重も重く，優れたく表1）。

衷1秋ギクの三皮切り栽培での一番花（1作目）の
生育・開花及び切り花品質（1995年）

電照打切時　　　開　花　時
品種　　草丈　葉数　開花日　切花長　切花垂

（cIn）（枚）（月．日）（皿）（g）

秀芳の力　59　　30　11，24　111107　　94
黄秀芳の力　57　　30　11，24　109　110　　86
寒　精　雪　59　　3111．17　　95　109　　94
注．開花日は開花盛期（50％開花）。良花率は切花長80

Ⅷ以上で商品性のあるものの切り花に対する割合。

二番花では，電照打ち切り時の生育は，「寒精雪」はか

なり遅れた。開花は「秀芳の力」と「黄秀芳の力」は3月

15～17日で春の彼岸に開花したが，「寒精雪」は3月20日

にやや遅れて開花した。切り花品質は「秀芳の力」と「黄

秀芳の力」は切花長90cm以上で優れており，良花率も85％
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以上で高かった。「寒精雪」は初期生育の悪さが開花まで

影響し，切花長62cmと短く，切り花品質は著しく劣り，良

花率も0％であった（表2）。

表2　秋ギクの三度切り栽培での二番花（2作目）の
生育・開花及び切り花品質（1996年）

電照打切時　　　開　花　時
品種　　草丈　彙数　開花日　切花長　切花垂

（cm）（枚）（月，日）（cm）（g）
秀芳の力　47　　24　　3，17　91　81
黄秀芳の力　47　　25　3，15　90　　84
寒　精　雪　23　16　　3，20　　62　　49
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注．表1に同じ。

三番花では，シェード開始時の生育は二番花と同様「寒

精雪」が遅れた。開花は「秀芳の力」と「黄秀芳の力」は

7月20～21日であり，この時期の秋ギクの開花は西南暖地

では花弁等の高温障害が問題となるが，宮城県では障害な

く開花させることができた。切り花品質は切花長が「秀芳

の力」で90cm，「黄秀芳の力」が86cmで両品種とも品質は

良好で，良花率は76％であった。「寒精雪」は品質が劣り，

また良花率も21％と低かった（表3）。

裏3　秋ギクの三度切り栽培での三番花（3作目）の
生育・開花及び切り花品質（1996年）

シェード開花時　　開　花　時
品種　　　草丈　窯数　開花日　切花良　切花垂

（cm）（枚）（札　臼）（cm）（g）
の力　49　　21　7，20　90　　65

の力　48　　22　　7，21　86　　63
計
か
栢

秀
黄
寒 雪　41　19　　7，23　　75　　75
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注．表1に同じ。

以上の結果，秋ギクの11月，3月，7月出し作型の三度

切り栽培では，供試した3品種の中では「秀芳の力」と

「黄秀芳の力」が適品種であり，年3作が可能であった。

（2）三度切り栽培での仕立て密度

一番花と三番花で，初期生育は仕立て密度が高いほど早

い傾向がみられ，開花は区による差は少なかった。一，二

三番花のすべての区とも切り花品質は優れていた。ただし，

33本／ポ区の三番花，44本／m区の二番花が良花率が70％

台で低かった。仕立て密度と良花率から計算した年当たり

の良花本数は，39本／ポ区と44本／ポ区でポ当たり110本

以上であった（表4）。

（3）三度切り栽培でのHPSL補光と炭酸ガス施用の効

果

短日処理時の生育は，一一番花∴二番花，三番花とも白熱

灯＋炭酸ガス区とHPSL＋炭酸ガス区も早かった。開花

は，■一一番花では各区とも同じであったが，二番花では白熱

表4　「秀芳の力」三度切り栽培での仕立て密度の違
いと生育・開花及び切り花品質（1995～1996年）

短日処理時　　　開花時 年当たりの

期　草丈　葉数　開花日切花良切花垂誓誓良花本数
（m）（枚）（月．削（Ⅷ）（g） （本／d）

一番花　59

二番花　47

三番花　49

一番花　66

二番花　39

三番花　53

一番花　68

30　11，24　111107　94

24　　3，17　91

21　7．20　90

3111．23116

22　　3，20　92

21　7．22　98

34　11，22　118

二番花　40　22　3，21　92

三番花　57　22　　7，21　99

81　86　　　85

由　　76

91　94

99　94　　112

56　　97

95　　97

86　71　115

59　93

注．表1に同じ。

灯のみ区が他の区よりも早く，三番花は白熱灯のみ区が遅

れる傾向にあった。良花率は，一番花，二番花．三番花と

もHPSL＋炭酸ガス区が最も高かった。切り花品質は．

→番花．二番花，三番花とも白熱灯＋炭酸ガス区とHPSL

＋炭酸ガス区は，白熱灯のみ区に比べ切花良が長く，切花

垂も重く，品質は健れていた（表5）が．その2処理区で

大差のないことから，炭酸ガス施用がHPSL捕光より切

り花品質向上には効果が大きかったと考えられる。

衰5　「秀芳の力」の三度切り栽培での高圧ナトリウ
ムランプと炭酸ガスの施用効果（1995～1996年）

短日処理時　　　開花時

作　　区　　　　草丈　彙数　開花日切花長切花垂

（Ⅷ）（杖）（見目）（Ⅷ）（g）

白熱灯⊥炭酸ガス　　66　32　11，24118　118　　組

一番花　HPSLユ炭酸ガス　　67　　3511，24114　115　100

白熱灯のみ　　　59　3011，24111107　　94

白熱灯十炭酸ガス　　49　　23　3，20　98　119　　鋸

二番花　HPSL十炭酸ガス　　51　25　3，18　98　109　　98

白熱灯のみ　　　47　　24　3，17　91　81　86

白熱灯十炭酸ガス　　62　　24　7，18112　　83　　93

三番花　HPSL⊥炭酸ガス　　64　　24　7，16112　　70　100

白熱灯のみ　　　49　　21　7，20　90　　65　　76

注．炭酸ガスは2作目の1996年1月11日から4月4日ま
で施用。その他は表1に同じ。

4　ま　　と　　め

秋ギク「秀芳の力」と「黄秀芳の力」の三度切り栽培で

は，7月中旬挿し芽，8月上旬定植で一番花が11月下旬，

二番花が3月中旬の春彼岸，三番花が7月中旬開花の年3

作が可能である。また「秀芳の力」ではポ当たり3作の仕

立て本数39本，44本の密椿で1年当たり110本以上の良質

な切り花が得られる。また2作目の炭酸ガス施用には切り

花品質の向上効果が認められる。
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